
※⾚は今⽉の参考資料有です                           20170316 教務資料 
ＨＷＩＰ企画運営委員会 教務報告 

 
 HWIP 最終試験について（教務・幹事承認済） 
 基本的には以前にお認めいただいた⽅針 → 資料１（参考、過去の資料） 
 最終試験のフローを決定 → 資料２ 最終試験フロー図 

 申請は書類審査時(第２回アドバイザリ委員会と同時︔11 ⽉ 1 週⽬ごろ〆切) →資料３ 申請書 
 予備審、公聴会ともに、審査は学⽣アドバイザリ委員会（主査は研究科博⼠審査と同じ指導教員）

にて⾏われ、教務委員会→企画運営委員会にて承認（アドバイザ、特に主査の合意負担を考慮） 
 ５年を超える履修を認め最終試験などを延⻑できる。※ただし５年修了を強く推奨。在籍できる

が基本的にはサポートは無い。また研究科に籍のない者(単位取得退学等)は継続できない。 
 D 論本紙提出後の「確認」は TOEIC の点数なども含めた全ての確認であり、研究科で認められた

D 論本紙に Revise などを求めるようなものではない。 
 総じて、どのプロセスにおいても研究科の博⼠号に直接影響するようなものはない。（逆に、研究

科の終了は HWIP 修了に必須） 
 

 学⽣アドバイザリ委員会、PreQE/RQE/最終試験の書類審査 の運営変更について（教務・幹事承認済） 
 全て事務局を介していたが部分的に学⽣-アドバイザの直接やりとりへ → 資料４ 学⽣ adv の新運営 

 学⽣アドバイザリ委員会は毎年２回あり、⼀回⽬はメンタリング、⼆回⽬は評価・審査。この⼆
回⽬において、最終学年では最終試験の予備審査となっているため、最終学年だけはこれまでと
同様、添付図の右側のトラックで運営。 

 以下のような問題に対する解決策となっている。 
 学⽣とアドバイザの距離が遠い（学⽣意⾒） 
 もっと個⼈的にメールをしてよいと何度も企業アドバイザにおっしゃっていただいたが、メルア

ドすら知る機会がなかった。 
 学内アドバイザから、書類システムが⾯倒だから直接やらせてほしいという声が複数。 
 学⽣に緊張感が無く、いつも事務局で修正が⼊っていた。 
 学⽣のメールなどの依頼経験の機会が削がれている。 
 学⽣の増加に伴い事務局の負担も異常に⼤きい。 

 注意点 
 アドバイザの負担が増えないよう考慮 
 学⽣などのプライバシー保護と⾔う観点も考慮 

 
 HW 仮簡易イベントカレンダー 
 未定ですが「⼤体これぐらいの時期にこのようなイベントがある」という ToDo リストとして →資料５ 

 ⼀番左の⽇付（グレー背景）は H28 年度のもの(結果)。 
 次の⽇付（⽩の背景）が H29 年度の⽇程草案。 
 ⽇付が⿊ Bold はほぼ確定。Gray は未定だが恐らくその周辺。---は⼤きくずれ得る。 

 続いて、列ごとに左から右へ順に、企画運営委員会⾏事、教務⾏事(学年別)、選抜⾏事、産連⾏
事、その他⾏事（最上段参照）。 

 
 H29 年度の履修の⼿引き（教務承認済） 
 本質的にほとんど変更ありませんが、制度上以下のような変更。 

 領域基礎科⽬（研究科提供課⽬）の微変更、１・２学期から春夏秋冬学期への変更、最終要件の
⽂⾔の変更(以前の企画運営委員会におけるご指摘を採⽤)、履修資格執⾏に関する規程の変更(全
５LP 共通の変更) 
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オーバードクターの間
・学生Adv書類審査は毎年受ける
・学生Advは書類審査のみ
・基本的にサポートは無い
・修了要件の必須単位などに絡む場合、
例えばインターンなど、優先はされない
がサポートを検討される。

10月

最終審査開始
予備審査

（書類審査から）

学生アドバイザリ
委員会

（書類審査）

HW公聴会
（D論草稿事前提出）

審査員に直接
説明に行くなど

審議

審議

開始判断

審査員に直接
説明に行くなど

D論本紙提出
研究科合格を含む
全要件の提出

確認

1月

3月

修了

可能な時期
修了見込生

通常時期

可能な時期

可能な時期

※学生アド
バイザリに
よる審査

→教務承認

※学生アド
バイザリに
よる審査

→教務承認

※企画運営
委員会に
よる承認

hosEPSON
タイプライターテキスト
最終試験フロー図
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最終試験 申請書 

フリガナ 

氏  名 
ハンダイ タロウ 

阪大 太郎 
HWIP履修開始年月 

西暦 2013年 4月 
（1期生） 

所属研究科 
所属専攻 

生命機能研究科 
生命機能専攻 

所属研究科での学年 博士５年（５年一貫） 

所属研究室所在地 
大阪府吹田市山田丘XXX 

YYY号室 
Eメールアドレス 

Handai-tarou@fbs.osaka-
u.ac.jp 

指導教員 氏名・役職 
天気 告 

招へい准教授 
指導教員の所属 

NICT CiNet 
（生命機能研究科） 

予備審査 主査 氏名・役職 
（所属研究室の長） 

足田 晴矢 
特任教授 

主査の所属研究科 
所属専攻 

生命機能研究科 
生命機能専攻 

副査１ 氏名・役職 
（異なる研究科教員） 

遂荷 北蔵 
准教授 

副査１の所属研究科 
所属専攻 

情報科学研究科 
マルチメディア工学専攻 

副査２ 氏名・役職 
（学外の研究者） 

飯矢 未太 
主任研究員 

副査２の所属 
株式会社国際電気通信 

基礎技術研究所 

副査３ 氏名・役職 
（必須ではない） 

天気 告 
招へい准教授 

副査３の所属 
NICT CiNet 

（生命機能研究科） 

本申請書の提出により、最終試験の審査が開始されます。最終試験合格のための条件を確認するため、

以下の全ての項目を記入してください。 

1 
学位論文の題目（英語で書か
れた論文の英語題目および日
本語題目） 

Brain xxx weather xxx 

（脳波xxxの天気xxxに関する研究） 

2 

学位論文の主要な構成部分を
なしている、国際雑誌に掲載
された主論文（著者名、題目、
掲載誌名、巻、頁、発表年） 

Handai, T., xxx, X., Tenki, T., "xxx xxx xxx xxx", Science 256, 11-1 

8, 2017 

3 
融合研究の成果物 
（論文や作品など） 
※２と同じでも構わない） 

Xxx, X., Handai, T., xxx, X., xxx, X.., "xxx xxx xxx xxx", Journal of Artificial Life and 

Robotics 20, 222-228, 2017 

4 
予備審査の確認：以下２点、「①専門家として学位論文の研究成果を理解し説明でき
るか、②融合研究の成果を他の研究者にも容易に理解させることができるか」、を重
要な基準として評価されることを理解して申請書を作成したか？（要✔） 

✔ 

5 
公聴会の確認：１月下旬ごろに、英語による公開研究発表会を行い、研究内容および
プレゼンテーション能力（特に、分野の異なる研究者にも学位論文の内容と重要性を
伝えられるか）を審査されることを理解しているか？（要✔） 

✔ 

6 
GPIスキルが「グローバルリーダーに必要な資質があると認定される」見込みがあるこ
とを指導教員と共に確認しているか？（要✔） 

✔ 

7 TOEICのスコアが730点以上であるか？（要✔） ✔ 

※ 
修了に必要な単位を修得している（見込みも含む）こと、在籍する研究科の学位審査
に合格する見込みがあることを指導教員と共に確認しているか？（要✔） 

✔ 
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最終試験 予備審査 

1 

 

学位論文における研究の内容 
 
   本欄には、学位論文における研究の、背景、目的、方法、結果、考察、結論について、冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し

た上で、適宜文献を引用しつつ図表を必ず用いて枠内に収まるように記述してください（フォント等は自由だが、枠を変更しては
ならない）。 

概要 ※学位論文における研究について、簡潔にまとめて記述してください（枠の大きさを変えないこと）。 

 脳波と天気は、あいうえお化装置絵馬イオンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ知恵おパ所パに終
えンふぁ内お原イオあ宜雄エ反ジお寧おあ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼぁけいどじあ。あい
うえお化装置絵馬イオンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ知恵おパ所パに終えンふぁ内お原イオ
あ宜雄エ反ジお寧おあ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼぁけいどじあ。あいうえお化装置絵馬イ
オンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ知恵おパ所パに終えンふぁ内お原イオあ宜雄エ反ジお寧お
あ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼぁけいどじあ。 

  
学位論文の章立て 

 第一章：緒論 
 第二章：一分子顕微鏡による天気の解析 
 第三章：BMIが雨天時にもたらす世界的な影響の解析 
 第四章：深層学習とディープアクティブラーニングによる曇りの解明 
 第五章：脳波と天気の関係に対する理論的考察 
 第六章：総括 

 
 本文  

 脳の・・・ 

 

  

hosEPSON
タイプライターテキスト
教務資料３B
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最終試験 予備審査 

2 

 

学位論文における研究の内容（つづき） 
 
 一方で、・・・ 

 

  



最終試験 予備審査 

3 

 

融合研究の内容 
 
   本欄には、本プログラムにおいて成果が得られた融合研究の、背景、目的、方法、結果、考察、結論について、冒頭にその概要

を簡潔にまとめて記述した上で、適宜文献を引用しつつ図表を必ず用いて枠内に収まるように記述してください（フォント等は自
由だが、枠を変更してはならない）。また、研究における自身の役割についてもよくわかるように記述してください。 

概要 ※融合研究について、簡潔にまとめて記述してください（枠の大きさを変えないこと）。 

情報通信と天気において脳波は、あいうえお化装置絵馬イオンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ
知恵おパ所パに終えンふぁ内お原イオあ宜雄エ反ジお寧おあ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼ
ぁけいどじあ。あいうえお化装置絵馬イオンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ知恵おパ所パに終え
ンふぁ内お原イオあ宜雄エ反ジお寧おあ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼぁけいどじあ。あいう
えお化装置絵馬イオンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ知恵おパ所パに終えンふぁ内お原イオあ
宜雄エ反ジお寧おあ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼぁけいどじあ。 
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最終試験 予備審査 

4 

 

融合研究の内容（つづき） 

 すなわち・・・ 
 

 

その他研究以外での活動、研究やその他活動により成長した点、博士号取得後の目標 
 
   本欄には、以下の全ての項目について、枠内に収まるように記述してください。図表は使用せず、文章のみにて記述すること。

なお、フォントは自由だが枠を変更してはならない。 
① 研究以外の活動のうち最も特筆すべきもの 
② 研究やその他活動全てを含み、博士課程教育の中で学んだことや成長したこと 
③ 現在考えている、自身が起こすまたは関与する未来のイノベーションについて 
④ 博士号取得から数年後の自身の目標、および数十年後の目標または自身の未来像 

① 私は、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
あああああああああああああああああああああああああああああああああああ 

② いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい 
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HW仮簡易イベントカレンダー(170315更新)
＊これは事前のToDoリスト作成を⽬的とした⽇程案であり、実際の⽇程は変更になる可能性が⼤いにあります。
  「どれぐらいの時期に、どのような事があるか︖」の参考にのみ使⽤し、詳細は各イベントの通知を参照ください。

前年度参考 今年度予定（および案） [ ]は委員会別（カラム分け）。[教](n)はn年次教務。
（今年度該当無は消去） ※グレーは未確定

年 月 日 曜日 年 月 日 曜日 [企]▼ [教]全▼ [教](1)▼ [教](2)▼ [教](3～)▼ [選]▼ [産]▼ [他]▼
2016 4 4 月 前期 2017 4 4 火 [教](1)履修ガイダンス (+ 最終学年説明会)
2016 4 5 火 2017 4 5 水 [他]教員融合研究テーマ申請
2016 4 6 水 2017 4 5 水 [教]今年一年の教務を各学年に通知
2016 4 7 木 2017 4 6 木 [企]企画運営委員会 (12-13:00)
2016 4 15 金 2017 4 7 金 [教](1)ヒューマンウェア基礎論I開始（金曜6限目）
2016 4 11 月 2017 4 10 月 [教](3)インターン説明会
2016 4 8 金 2017 4 14 金 [教](1)合宿（HWセミナー）：３日間
2016 5 9 月 2017 - - - [他]シドニー大リーダーWS（３日間）
2016 5 10 火 2017 5 10 水 [教](1)アドバイザリ、ローテーション希望調査、企業訪問希望調査、アポ取り開始など
2016 5 23 月 2017 5 23 火 [教](3)イノベーション実践演習1/3開始（x回 x/xx, xx）
2016 5 31 火 2017 5 31 水 [教](3)プロジェクト研究テーマ企画書提出〆切→補佐SへReview
2016 6 2 木 2017 6 1 木 [企]企画運営委員会 (12-13:00)
2016 6 3 金 2017 6 6 火 [教](3)イノベーション実践演習2/3開始（x回 x/xx, xx）
2016 6 10 金 2017 6 9 金 [産]参画企業との連絡協議会  産業界アドバイザリ面会
2016 7 1 金 2017 7 3 月 [教](1)研究室ローテーション開始（実施期間開始～11月１週目末のうち任意。11月１週目末レポート〆
2016 7 5 火 2017 7 5 水 [教](2)アウトリーチ 1/3（未来館コミュニケータ講義）
2016 7 7 木 2017 7 6 木 [企]企画運営委員会 (12-13:00)
2016 7 8 金 2017 7 11 火 [教](3)イノベーション実践演習3/3開始（x回 x/xx, xx）
2016 7 8 金 2017 - - - [他]全国リーディング学生会議～3日間
2016 7 13 水 2017 7 26 水 [他]学生合宿（生命発）: 3日間
2016 7 29 金 2017 8 4 金 [教](1)イノベーション入門1/2（説明、Writing, Clic産学講義）：この後、企業訪問（任意1日）
2016 8 1 月 2017 8 4 金 [教]学生アドバイザリ委員会1回目、レポート開始、次々週水曜締め切り（メンタリング主目的）
2016 8 10 水 2017 8 10 木 [他]HW懇親会
2016 8 23 火 2017 8 22 火 [他]OIST交流会
2016 9 1 木 2017 9 1 金 [教]GPIスキル熟達度 評価
2016 9 1 木 2017 9 7 木 [企]企画運営委員会 (12-13:00)
2016 9 27 火 2017 9 26 火 [教](1)イノベーション入門2/2(最終討論)
2016 11 6 日 2017 9 27 水 [教](2)アウトリーチ2/3：研究科合格4年と全国の3年へ、学生主体の学内アウトリーチ
2016 10 6 木 後期 2017 10 5 木 [企]企画運営委員会 (12-13:00)
2016 10 7 金 2017 10 6 金 [教](1)イノベーション創出論開始（毎週金曜日、全8回）
2016 10 7 金 2017 10 6 金 [教](1)基礎論II開始（毎週金曜４限）
2016 10 7 金 2017 10 6 金 [他]英語クラス開始（毎週金曜・全学年・研究科対象）
2016 10 14 金 2017 10 13 金 [教]学生アドバイザリ委員会2回目、レポート開始、締め切り11月１週金曜日（PreQE,RQE,最終試験 書類審査）
2016 10 18 火 2017 - - - [他]阪大LP合同説明会・吹田
2016 10 27 木 2017 - - - [他]阪大LP合同説明会・豊中
2016 11 4 金 2017 11 2 木 [企]企画運営委員会 (12-13:00)
2016 11 4 金 2017 11 3 金 [教]学生アドバイザリ委員会2回目、審査開始、～PreQE面接前週までに審査
2016 11 11 金 2017 - - - [他]全国リーディングフォーラム 2日間
2016 12 2 金 2017 11 17 金 [教](2)アウトリーチ3/3：より一般に向けて学外アウトリーチ（ラボカフェ＠なにわ橋駅）。
2016 11 22 火 2017 - - - [他]海外研修
2016 12 1 木 2017 12 7 木 [企]企画運営委員会 (12-13:00)
2016 12 7 水 2017 12 8 金 [選]Pre-QE面接審査（選抜委員会）
2016 12 8 木 2017 12 8 金 [企]企画運営委員会  (PreQE合否メール審議)
2016 12 13 火 2017 12 12 火 [選]Pre-QE結果発表
2016 12 16 金 2017 12 15 金 [他]HW忘年会
2016 12 19 月 2017 - - - [教](2)アウトリーチ3/3のオプション[他]OASIS IT連携フォーラム
2016 12 22 木 2017 12 21 木 [選]H27年度HW入試・説明会１（吹田・豊中同時開催）
2017 1 24 火 2018 2018 1 23 火 [教]最終審査公聴会、RQE面接審査（学生アドバイザリ委員会）
2017 1 25 水 2018 1 25 木 [教]学生主体融合領域研究支援経費　公募開始 （PIプロジェクト研究）
2017 1 26 木 2018 - - 木 [企]国際アドバイザリ委員会
2017 2 2 木 2018 2 1 木 [企]企画運営委員会 (12-13:00)
2017 2 22 水 2018 2 21 水 [選]H27年度HW入試・願書受付（翌水曜日に締め切り）
2017 2 27 月 2018 2 27 火 [教]学生主体融合領域研究支援経費　公募締め切り→審査開始→３月中に総長承認→４月に採択通知
2017 3 1 水 2018 - - - [企]PO訪問
2017 3 3 金 2018 3 2 金 [選]H27年度HW入試・書類選考（翌月曜日に合格発表）
2017 3 15 水 2018 3 14 水 [選]H27年度HW入試・面接審査
2017 3 25 土 2018 - - - [他]海外研修
2017 3 16 木 2018 3 15 木 [企]企画運営委員会 (12-13:00@A308)選抜合否判定　（翌日の金曜日に合格発表）
2017 3 20 月 2018 3 20 火 [教]GPIスキル熟達度 （秋の評価を再確認することを促す）

未定 [他]指導教員説明会
2016 10 27 木 未定 [他]HW教員セミナー
2016 9 29 木 未定 [他]学生企画

今年度無 [企]HW国際シンポジウム
通年実施 [教](3～)インターンシップ（国内、海外）

参考：教務講義リスト
年次 開講科目名 内容

必 1 イノベーション創出論 各種分野の外部講師による講義（後期、金曜2-3限目）
必 1 ヒューマンウェアセミナー 合宿、ローテーション
必 1 ヒューマンウェア領域基礎研究 在籍研究科での研究 + イノベーション入門
必 2 ヒューマンウェア融合領域研究 在籍研究科での研究 + アウトリーチ
必 3 ヒューマンウェア融合領域プロジェクト研究 融合研究
選 4 ヒューマンウェアPI融合領域プロジェクト研究 融合研究
選 3 イノベーション実践演習 参画企業によるOJT
必 3,4 インターンシップ インターン国内・海外、最低一回
選 1 ヒューマンウェア基礎論I 特任座学（前期、金曜６限目）
選 1 ヒューマンウェア基礎論II 特任座学（後期、金曜４限目）

＊講義の流れ
研究：領域基礎（各ラボ・１年）→融合領域（各ラボ・２年）→プロジェクト研究（３年）→PI研究（４年）
産業・社会：イノベーション入門（１年前期）→創出論（１年後期）→アウトリーチ（２年）→実践演習（３年～）・インターン（３年～）

hosEPSON
タイプライターテキスト
教務資料５





 

 

 
 

hosEPSON
タイプライターテキスト
教務資料６A



 
 

 
 



 

1 
 

 

2 
 



 

3 
 

4 
 



5 
 

 

6 
 



 

7 
 

 

8 
 



 

9 
 

 

10 
 



 

11 
 

 

12 
 



 

13 
 

 

14 
  



 

15 
 

“
”

 

16 
  

 



 

17 
  

 

18 
 



 

19 
 

 

20 
 



 

21 
 

 

22 
 



 

23 
 

 

24 
 



 

25 
 

26 
 



 

27 
 

 

28 
 

 



 

29 
 

 

30 
 



 

31 
 

32 
 



 

33 
 

 

34 
 



 

35 
 



 

 

1 
 

hosEPSON
タイプライターテキスト
教務資料６B



 

2 
 

 

3 
 



 

4 
 

 

5 
 


	170316Kyomu
	1. 2up両面　最終審査草案_v2
	2. 1up片面　最終試験フロー図_170316
	空白ページ

	3. 1up両面　最終試験_申請書(予備審開始同時)_170224例
	空白ページ

	4. 学生アドバイザリ委員会の新運営
	空白ページ

	5 HW仮簡易イベントカレンダー(170315更新)
	6a履修の手引きH29_170228
	6b履修の手引きH29別紙_特別選抜_170228
	空白ページ



